
翠

巒

祭

は

、

高

高

で

毎

年

開

催

さ

れ
る

文
化

祭
で

あ
る

。
例

年
、

来
場

者
数

は
１

万
人

を
超
え

、
県

下
最
大
の
規
模
を
誇
る
。
当
日
は
、

模

擬

店

、

ク

ラ

ス

や

部

活

動

の

展

示

、

イ

ベ

ン

ト

ス

テ

ー

ジ
、
体
育
館
行
事
な
ど
、
様
々

な

イ
ベ

ン

ト
が

開

催

さ
れ

る
。

翠

巒

祭

の

運

営

は

、

15

の

班

、

23

の

課

で

構

成

さ

れ

る

実

行
委

員

会
を

中

心

と
し

て
、

生

徒

主

体

で

行

な

わ

れ

る

。

実

行

委

員

会

は

翠

巒

祭

の

運

営
に
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。

中

で

も

、

校

内

の

装

飾

は

翠

巒

祭

の

目

玉

の

一

つ

だ

。

正

門

前

の

ア

ー

チ

、

校

舎

入

口
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク

、

フ

ォ

ト

モ

ザ

イ

ク

な

ど

の

装

飾

は

、

来

場

者

を

楽

し

ま
せ
る
。

ま

た

、

紙

を

張

り

合

わ

せ

て

作

る

モ

ザ

イ

ク

壁

画

は

、

今

年

、

世

界

記

録

を

達

成

し

た

。

モ

チ

ー

フ

は

、

「

音

羽

山

清

水

寺

」

で

、

総

面

積

は

２

４

６

・

07

㎡

に

及

ぶ

。

そ
こ
で
、
制
作
の
中
心
で
あ
っ

た
実

行
委

員
会

壁
画

班
の

前

チ

ー

フ

、

清

田

侑

希

く

ん

（
３

の
１

）
と

新
チ

ー
フ

の
大

阿

久
智

温
く

ん
（

２
の

４
）

に
話

を

聞
い

た
。

清
田

く
ん

は
、

「
友

人

か
ら

、
あ

る
高

校
の

壁
画

が
世

界

記
録
を
達
成
し
た
こ
と
を
聞
い
た
。

本
校
の
壁
画
は
、
先
輩
方
か
ら
代
々

日
本

一
大

き
い

と
伝

え
ら

れ
て

き

た
た

め
、

世
界

記
録

を
目

指
せ

る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
、

挑
戦

を

決
意

し
た

」
と

世
界

記
録

挑
戦

の

き
っ

か
け

を
語

っ
た

。
記

録
を

達

成
し

た
こ

と
に

つ
い

て
は

、
「

完

成
ま

で
に

は
、

資
金

や
時

間
の

面

で
様

々
な

困
難

が
あ

っ
た

。
達

成

の
知

ら
せ

を
聞

い
た

と
き

は
、

安

心
感

が
広

が
り

、
う

れ
し

さ
も

感

じ
た

」
と

述
べ

た
。

大
阿

久
く

ん

は
、

こ
れ

か
ら

の
壁

画
制

作
の

展

望
を

、
「

来
年

度
も

今
年

の
サ

イ

ズ
を

維
持

し
て

壁
画

を
作

っ
て

い

き
た

い
。

ま
た

、
学

校
で

蓄
え

て

い
た

資
材

の
減

少
や

、
作

業
場

所

の
制

約
と

い
っ

た
課

題
が

あ
る

た

め
、

先
輩

方
の

助
言

を
も

と
に

、

班
員

と
協

力
し

て
作

業
を

行
な

い

た
い
と
思
う
」
と
話
し
た
。

（

岡
部

）

高
高
で
は
、

毎
年
７
月
に

２
年
生
対
象

の
海
外
研
修

を
実
施
し
て

お
り
、
近
年

は
ボ
ス
ト
ン

と
オ
ー
ラ
ン

ド
で
行
な
わ

れ
て
い
る
。

今

年
度

は
そ

れ
に

加
え

て
、

１
・

２

年
生

を
主

な
対

象
に

し
た

ハ
ワ

イ

研
修
が
11
月
30
日
か

ら
12

月
６

日

に
か

け
て

実
施

さ
れ

る
。

こ
の

新

た
な

試
み

に
つ

い
て

、
担

当
の

小
林
量
先
生
に
話
を
聞
い
た
。

ま
ず
、
実
施
の
目
的
を
聞
く
と
、

「

Ｓ
Ｓ

Ｈ
指

定
校

と
し

て
、

さ
ら

な

る
国

際
性

の
強

化
が

必
要

だ
と

考

え
、

今
回

の
新

規
事

業
に

踏
み

切

っ
た

。
従

来
の

海
外

研
修

と
は

別

の
日

程
・

場
所

で
海

外
研

修
を

行

な
い

、
海

外
へ

の
視

野
を

広
げ

る

こ
と

を
目

指
し

て
い

る
」

と
答

え
た
。

次
に
、
研
修
の
日
程
に
つ
い
て
、

「

研
修

の
前

半
は

ハ
ワ

イ
島

の
ヒ

ロ

で
、

マ
ウ

ナ
ロ

ア
火

山
を

有
す

る

ハ
ワ

イ
火

山
国

立
公

園
や

天
文

台

に
赴

き
、

自
然

環
境

調
査

を
行

な

う
。

後
半

は
オ

ア
フ

島
へ

移
動

し

、
現

地
の

ミ
ッ

ド
パ

シ
フ

ィ
ッ

ク

高
校

の
学

生
と

の
交

流
、

ハ
ワ

イ

大
学

の
授

業
や

施
設

の
見

学
を

す

る
」

と
話

し
、

現
地

で
の

交
流

に

つ
い

て
は

、
「

ま
だ

何
を

す
る

か

検
討

し
て

い
る

段
階

だ
が

、
お

互
い
の
文
化
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン

を
実

施
す

る
こ

と
を

考
え

て
い

る
」
と
語
っ
た
。

最
後

に
、

「
ハ

ワ
イ

研
修

で
は

自
由
行
動
の
時
間
を
取
っ
て
い
る
。

店

で
商

品
を

注
文

す
る

だ
け

で
も

英
語
や
社
会
情
勢
の
勉
強
に
な
り
、

世

界
の

今
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

と

思
う

」
と

期
待

を
述

べ
た

。

（
土
田
）
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー

パ

ー

サ

イ

エ

ン

ス

ハ

イ

ス

ク

ー

ル

）

の

最

終

発

表

会

が

、

７

月

10

日

に

行

な

わ

れ

た

。

そ

こ

で
、

身

近

な

社

会

問

題

で

あ

る

、

認

知

症

の

早

期

発

見

に

関

す

る

研

究

を

し

た

吉

ノ

薗

陽

向

く

ん

（

３

の

１

）

に

話
を
聞
い
た
。

始

め

に

、

開

発

し

た

作

品

「D

r

・

み

ま

も

り

く

ん

」

に

つ

い

て
、

「
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ

る
自
然
な
会
話
と
、
高
齢
者
の
危

険
を
感
知
す
る
見
守
り
機
能
、
地

域
社
会
を
紹
介
す
る
機
能
に
加
え
、

独
自
の
Ａ
Ｉ
に
よ
り
、
会
話
か
ら

認
知
症
の
早
期
発
見
を
行
な
え
る
」

と
説
明
し
た
。

研
究
を
始
め
た
理
由
に
つ
い
て
、

「
認
知
症
を
会
話
か
ら
発
見
で
き

な
い
か
と
考
え
た
か
ら
だ
。
近
年
、

高
齢
者
、
特
に
１
人
暮
ら
し
の
方

の
認
知
症
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

認
知
症
は
早
期
発
見
が
重
要
だ
が
、

１
人
暮
ら
し
の
人
に
と
っ
て
、
病

院
の
検
査
や
地
域
社
会
へ
の
参
加

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
そ
こ
で
、

高
齢
者
の
話
し
相
手
と
し
て
、
今
、

注
目
を
浴
び
て
い
る
会
話
ロ
ボ
ッ

ト
に
着
目
し
た
。
ま
た
、
私
は
祖

父
が
認
知
症
に
な
り
、
十
分
に
会

話
を
で
き
ず
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
経
験
が
あ
り
、
認
知
症
に
対
す

る
関
心
も
あ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

本
研
究
を
通
し
て
の
感
想
と
し

て
、
「
こ
の
研
究
は
自
分
１
人
で

取
り
組
ん
だ
が
、
他
の
方
達
の
協

力
な
し
に
は
発
表
ま
で
こ
ぎ
つ
け

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
感
謝
し
た

い
。
今
後
は
、
本
研
究
で
扱
っ
た

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
を
軸
に
行

な
い
た
い
」
と
述
べ
た
。
（
土
屋
）
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
探
求
活
動
か
ら
の
学
び

巨
大
壁
画
が
世
界
記
録
達
成

「世界の今を知ることができる」
ハワイ研修の目的と期待

高
崎
高
校
（
以
下
高
高
）
で
は
、
毎
年
、
翠
巒
祭
（
文
化
祭
）
が
開
催
さ
れ
る
。
昭

和
23
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
続
け
ら
れ
て
お
り
、
今
年
で
73
回
目
を
迎
え
た
、
高

高
の
伝
統
あ
る
行
事
の
一
つ
だ
。
運
営
に
は
、
実
行
委
員
会
を
中
心
と
し
て
、
全
校

生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
携
わ
っ
て
い
る
。

今
年
は
、
入
場
無
制
限
開
催
が
再
開
さ
れ
て
２
年
目
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
翠

巒
祭
を
超
え
よ
う
と
、
今
年
も
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
。

伝統と革新の融合

翠巒祭


